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第 2007 回 例会 5 月 25 日（月） 

  

◇点  鐘 

◇ソ ン グ  “我等の生業” 

◇ゲスト並びにビジターの紹介 

ゲスト：米山記念奨学生 ルビ 様 

◇会長挨拶並びに報告 

皆さんこんにちは。一昨日の富山第4グループゴルフ

大会にご参加の皆様、お疲れ様でした。成績表はまた、

下から1位・2位・3位を取らせていただきました。私は

130（万）の壁を今回超えましたので、すごく満足した1

日でした。 

若葉のころは過ぎましたが、目に優しい季節になりま

した。古くから日本人は木をうまく使っていました。日

本書紀の中でも伊弉諾の神が「檜で家を作れ、杉と楠で

舟を作れ、棺は槙の木を使え」と言い、昔から日本の木

を使っていました。御神木でも欅は空を抱えるように枝

が伸びその根は深いので、あの世とこの世をつなぐから

と言われています。あと樫の木は硬くて寿命が長く雷が

落ちやすい、雷神が宿る木と言われています。ケルト民

族も樫の木を聖なる木としています。松は日本だけで、

神様が宿るのを“まつ”ので松になったそうです。家の

東北に植えて、神が降りてくるのを待ちました。榊は家

が栄える、境目と言われており、漢字は日本人が作った

ものです。木ひとつとっても、昔の人の考え方がなんと

なく伝わります。いい季節になりましたので、自然に目

をやって過ごしていければと思います。 

◇ニコニコBOX報告 

野尻信晴君：手に手を取ってで木村さんと手をつなぎ80

肩が上がるようになりました。ついでに血糖値も

上がりました。 

【今年度ニコBOX累計額324,600円】 

◇出席報告  出席者 20名 メイクアップ済 1名 

◇ルビ様に5月分の奨学金をお渡しする 

◇幹事報告 

１） 次回6月1日（月）例会は、三人の友人卓話【金

融】として、野村証券富山支店支店長飯田壮一郎様

と宍戸凛太郎さまの卓話を頂戴いたします。 

２） 先日の次年度理事会にて配布しました「次年度の委

員会指針」の提出締め切りは、次回6月1日例会と

なります。次年度委員長各位はよろしくお願いいた

します。 

３） 回覧：①会報NO.31、32（テーブル毎） 

４） 配布：①6/22（月）最終夜間例会のご案内 

 

第2回Rotary Youth Day 

English speech contest アイザ君が「最優秀賞」獲得！ 

 

  

会員数 本日の出席率 
5/11例会 

修正出席率 

32名 77.78 ％ 91.30 ％ 



◇本日のプログラム（担当：プログラム） 

「三人の友人卓話【医療】 

『熱中症について』」 

  五十  豊 会員 

 

１．熱中症とは何か 

 「熱中症」は、高温多湿な

環境下において、体内の水分

および塩分（ナトリウムなど）のバランスが崩れたり、循

環調節や体温調節などの体内の重要な調節機能が破綻す

るなどして発症する障害の総称であり、めまい・失神、筋

肉痛・筋肉の硬直、大量の発汗、頭痛・気分の不快・吐き

気・嘔吐・倦怠感・虚脱感、意識障害・痙攣・手足の運動

障害、高体温等の症状が現れます。 

 

２．熱中症の症状と分類 

 熱中症にはさまざまな症状が現れますので、それぞれに

病名がつけられています。 

「熱失神」とは 

暑熱環境下で皮膚血流の著しい増加と多量の発汗とに

より、相対的に脳への血流が一時的に減少することにより

生ずる立ちくらみのことを言います。 

「熱けいれん」とは 

汗で失われた塩分が不足することにより生じる筋肉の

こむら返りや筋肉の痛みのことです。 

「熱疲労」とは 

 脱水が進行して全身のだるさや集中力の低下した状態

をいい、頭痛、気分の不快、吐き気、嘔吐などが起こり、

放置しておくと、致命的な「熱射病」に至ります。 

「熱射病」とは 

 中枢神経症状や腎臓・肝臓機能障害、さらには血液凝固

異常まで生じた状態のことで、普段と違う言動やふらつき、

意識障害、全身のけいれん（ひきつけ）などが現れます。 

 ただし、実際の現場では、これらの状態が混在して発症

するので、熱中症が発生したときには、重症度に従って、

表 1 のように、最近では、軽度（Ⅰ度）、中等度（Ⅱ度）、

重症（Ⅲ度）に分類しています、 

 

 


